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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞
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1

　　弊社は１９６４年より大阪国際空港を本拠地とし、廃棄物処理に携わり５９年を迎えることが

　できました。常に廃棄物の適正な処理を自覚し、適正処理に努めて参りました。

　　２１世紀に入り、その中で環境への影響・資源の不足に関する廃棄物処理において、廃棄物を

　生み出す経済社会の構造そのものを見直す時代になりました。廃棄物の削減・再利用・再資源化

　を積極的に行い、リサイクル率の向上を図り、資源循環型社会、低炭素社会に会社全体で推進し

　ていきます。

　　私たちは今後も、人・地域・地球環境に優しい社会づくりに貢献することを目指します。

事業活動において、環境に配慮し環境保全活動を推進します。

　エアーポート企業株式会社は、環境マネジメントを積極的に活用し、事業活動に伴う環
境への負荷を削減し環境保全に配慮して行動します。地球環境に優しい社会づくりに貢献
することを目指します。

代表取締役

向上を図ります。

事務所及び作業場での節電・節水など、省資源・省エネルギー化を図ります。

環境経営方針

制定日： 2011年4月1日

事業活動に係わる環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

運行車両のアイドリングストップ等運行管理を適切に行い、環境負荷の削減に努めます。

又、排ガス・騒音規制に適合した車両(低燃費車・低公害車)への代替えを推進します。

自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再利用及び再資源化を積極的に行い、リサイクルの

澤村正良

この行動指針は、全ての社員に周知するとともに、社外にも公表します。

環境経営方針、環境経営目標は、社会情勢を考慮して定期的に見直しを行います。

保全に貢献することを目指します。

2021年4月1日改定日：

情報開示によって、地域住民との融和をはかり会社周辺の清掃などを通じて、地域環境



□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

エアーポート企業株式会社

（２） 所在地

（３）

（４） 事業内容

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高 万円

ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ

台
台
台
台
台 1.2ｔ1台、軽2台
台
台

積み替え保管施設

㎡ ㎥

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： エアーポート企業株式会社

対象事業所：

活動： 産業廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業、
一般廃棄物収集運搬業、建築物ねずみ昆虫等防除業、再生資源の再資源化等

2

4ｔ3台、2ｔ3台

受託した廃棄物の処理量

特別管理産業廃棄物収集運搬量 23

事業系一般廃棄物収集運搬量 9,259

本　　社

車　　　種 台数 備　　考
34

本　　　社
伊丹支店

1,582

2023年5月31日

2名 2名無人従業員　　　　　 11名
139.29㎡

豊中支店

一般廃棄物収集運搬業、建築物ねずみ昆虫等防除業、再生資源の再資源化等

１９６４年(昭和３９年)６月１９日

兵庫県西宮市西宮浜1丁目29番地3

24.86㎡

環境管理事務局連絡先 TEL：０７２－７７１－０３３８

大阪府豊中市蛍池西町2丁目8番36号　KAB物流センター３F

伊丹作業所
西宮作業所
豊中営業所

大阪府泉佐野市南中安松1598番1

延べ床面積　　　

泉佐野支店

FAX：０７２－７７１－０３３７

2,000
82,682

兵庫県伊丹市森本1丁目8番8号

610.48㎡

豊中営業所

4ｔ1台

西宮作業所

4ｔ12台、2ｔ9台、増ｔ13台

保管上限

大阪府豊中市原田中1丁目2番1号

泉佐野支店
大阪府豊中市蛍池西町2丁目8番36号　KAB物流センター３F
兵庫県伊丹市森本1丁目8番9号

産業廃棄物収集運搬量

1

540.91㎡

西宮作業所

再生資源の再資源化量

名称

6

237

大阪府池田市空港2丁目368番地　大阪国際空港内

大阪府泉佐野市南中安松1598番1
兵庫県伊丹市森本1丁目8番8号
兵庫県西宮市西宮浜1丁目29番地3
大阪府豊中市原田中1丁目2番1号豊中営業所

伊丹作業所 39.9

合　　　計

保管面積

代表取締役　澤村正良

大阪府池田市空港2丁目368番地　大阪国際空港内
兵庫県伊丹市森本1丁目8番9号

5名

中間処理後の産廃の処分量 0

414㎡ 546.85㎡

産業廃棄物収集運搬業、特別管理産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業、

産業廃棄物中間処理量

本社 伊丹支店豊中支店泉佐野支店 伊丹作業所

伊丹作業所

17名 14名

67

4ｔ3台、2ｔ2台、1.5ｔ2台、大型1台、軽2台

1241.12㎡

13 4ｔ10台、2ｔ2台、大型1台
10

塵芥車
脱着装置付ｺﾝﾃﾅ専用車

キャブオーバ

清掃車

ダンプ車
バン

6
3

備考
40.92

伊丹支店
豊中支店



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加
3

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

全従業員

代表者（社長）

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営に関する統括責任

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、現場責任者会議の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の実績集計

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施
・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

環境管理責任者

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境経営レポートの承認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

環境事務局

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・環境管理責任者を任命
・環境経営方針の策定・見直し及び従業員への周知

・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

管理職・責任者

会議

（認証登録範囲）

（豊中支店・伊丹支店・西宮作業所・豊中営業所）

2023年5月31日

・環境経営レポートの確認

大阪国際空港（伊丹空港）

施設課

代表取締役

環境経営責任者

総務課 営業課

業務課 施設課業務課 管理課

全組織・全活動

業務部総務部

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

関西国際空港

（泉佐野支店）

現場責任者会議

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

役割・責任・権限



□許可の内容

　　一般廃棄物収集運搬業許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
等

鉱
さ
い

が
れ
き
類

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
有 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　特別管理産業廃棄物収集運搬業許可の内容

廃
油

廃
ア
ル
カ
リ

感
染
性
廃
棄
物

無 ○ ○ ○
無 ○ ○ ○
無 ○ ○
無 ○
無 ○
無 ○ ○

　　産業廃棄物処分許可の内容

4

事業の範囲

兵庫県西宮市西宮浜1丁目29-3

積
替
保
管

第02400008088号

第03308008088号 令和3年12月20日

廃棄物の種類

平成31年1月7日 令和6年1月6日

第03709008088号

許可年月日

第02700008088号

豊中市指令環事第26号

許可番号

京都府

第02750008088号 平成30年9月2日

大阪府

令和8年12月18日

兵庫県

平成11年5月14日

許可番号

登録年月日 登録番号 事業の内容
古紙・古繊維・金属くず・空き瓶の再生業

廃プラスチック類の再生業兵庫県西宮市西宮浜1丁目29-3

事業場の所在地

許可有効年月日

積
替
保
管

令和7年9月2日 焼却
兵庫県 第02823008088号

京都府
令和2年12月25日 令和7年12月24日

岡山県

三重県

令和1年5月12日

第02450008088号 平成30年9月7日 令和5年9月6日

（発泡ｽﾁﾛｰﾙに限る）

第02650008088号

許可区域

令和3年7月22日

滋賀県 第02551008088号

令和5年11月7日

第02812008088号 令和2年9月3日 令和7年9月2日

第02853008088号

伊丹市許可指令第2号

許可有効年月日
許可番号

令和6年5月11日

廃棄物の種類

滋賀県 第02501008088号 令和2年12月25日 令和7年12月24日

第02600008088号

令和8年7月21日

平成30年11月8日

廃プラスチック類
中間処理

令和3年7月22日 令和8年7月21日

令和3年3月3日

三重県

廃棄物の種類

香川県

許可年月日

令和8年3月2日

兵庫県
令和5年9月1日

令和2年9月3日

岡山県 第03358008088号

許可年月日

令和5年9月6日

許可区域

伊丹市

大阪府

平成30年9月7日

許可番号

許可区域

許可年月日

第28Ｈ08002号

第28Ｈ11002号

令和4年4月1日 令和6年3月31日

　　廃棄物再生事業者登録の内容
兵庫県

豊中市 令和4年4月1日

池田市 令和5年4月1日

許可区域

処理能力：0.06ｔ/日(8時間稼働)

平成8年5月23日

池田市指令業務第2号 令和7年3月31日

許可有効年月日

※〇積替え・保管を含まない　●積替え・保管を含む

許可有効年月日

令和6年3月31日

備　　　考



□産業廃棄物処理フロー

5

一般廃棄物
収集運搬

市の処理施設(焼却)
エアーポート

企業㈱

□再生資源のフロー

古紙・古繊維

金属くず・空き瓶

収集運搬

エアーポート

原料・燃料　売却先

企業㈱

中間処理(焼却)

分別・圧縮

収集運搬

中間処理(焼却)

企業㈱

廃プラスチック類

エアーポート

エアーポート

企業㈱

燃え殻

収集運搬

汚泥

エアーポート企業㈱

エアーポート

企業㈱

最終処分(埋立)中間処理(焼却)

中間処理

焼却用補助燃料売却先

分別・圧縮 リサイクル業者(外部)
エアーポート

木くず

リサイクル業者(外部)

企業㈱

中間処理

エアーポート

中間処理(燃料化)

中間処理

破砕後、焼却

もしくは

廃油・特管廃油
企業㈱

ガラスくず及び

(破砕選別)

焼却用補助燃料

紙くず

収集運搬

□一般廃棄物処理フロー

企業㈱

収集運搬

収集運搬

収集運搬

最終処分(埋立)

最終処分(埋立)

燃え殻

チップ

燃え殻

陶磁器くず

がれき類

動植物性残渣

感染性廃棄物

発泡スチロール

廃プラスチック

燃え殻

企業㈱

埋立処分

最終処分(埋立)

収集運搬

エアーポート

エアーポート



□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

㎏

㎏
㎏
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh

□環境経営目標及びその実績

✕

〇

〇

✕

〇

〇

6

589,661 588,293二酸化炭素総排出量

基準年度比

2019年 97% 96% 95%
3,935

2024年

関西電力㈱の2020年度調整後の係数　0.350

基準値

評
価

上記二酸化炭素排出量合計

電力による二酸化炭素
削減

32,587 31,610
（目標）（基準年) （目標）

2022年 2023年

（実績）

　産業廃棄物排出量 0 0

4,423

622

項　目 2020年

kg-CO2 30,958
基準年度比

626

廃棄物排出量

4,888

0

587,528

2022年

水使用量

623

　一般廃棄物排出量 623 622

2021年

（目標）

578,453

95%
617

96%

3,093 3,894

水道水の削減 ㎥ 5,353

基準年度比

kg-CO2 572,254自動車燃料による二酸
化炭素削減

626

%
基準年度比

4,056灯油による二酸化炭素
削減

97% 102%

70%70%

上段：
下段：

通期

95%

97% 96%
584,542

2019年

4810

543,642
2019年

3,853

2019年 97% 79% 95%

604

96%

76%

78% 70% 75%
98%

一般廃棄物の削減
kg 636

5,297

受託廃棄物のリサイク
ルの推進

基準年度比

96%

2019年 97%

95%

33,279 31,284

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

kg-CO2

555,087 551,362 549,364

611

626

5,576 5,409 4,423

環境に配慮した収集運
搬

行動目標（次項による）

96%

kg-CO2 608,898 590,631 587,734

上記には都市ガス、LPガスを含む。



□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

灯油による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

7
0

120

○

6,517

・使用していない家電製品のｺﾝｾﾝﾄを外す △

8,100

    不要照明の消灯

120

コロナウイルス感染対策として、室内の換気をこまめに実施したこ
とによりエアコン使用量が増加。結果、数値目標を達成できな
かった。目標が達成できるように努力するとともに、２０２３年度の
結果次第で基準年度の見直しを検討する。

7,1169,025 9,09110,627

10月

・空調温度の適正化（冷房25℃　暖房28℃）

・窓の開閉で室温調整

2月
7,702

○

7,538 6,101 9,400
9月8月7月

✕

   温度・湿度計の設置

9,4007,172
1月

8,4608,157

達成状況

○
○

12月11月

・不要照明の消灯

6月 3月

数値目標

228

8,5417,836 6,663

10月4月 5月 6月 11月 12月 1月
200

7月

0

8,235

8月

効率的な運転(ＯＮ、ＯＦＦのこまめに実

取組結果とその評価、次年度の取組内容

382
0 65

焼却施設の稼働日数と稼働時間の減少により、灯油の使用量は
昨年度よりも減少しています。基準年度の見直しを検討する。

120
108

120 176
62

228
214

2月9月
60

7,061

取組結果とその評価、次年度の取組内容

8,898

3月

8,450

0 0 182 174
120 192

達成状況

数値目標 〇

6,157
7,640

6,632

5月

0

4月

0
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2019年

2022年

取組紹介欄

2019年

2022年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

8

6月 7月

資源ごみの分別

4月 5月 6月 8月7月
18,813

871 745

17,223
12月

18,368

714

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項 ○

9月

・車両の日常点検・整備

数値目標

・低公害車・低燃費車の購入と使用 △

10月4月 5月 6月 7月 12月
849

1月

51

15,887
17,360 18,353 17,863 18,377

数値目標を達成出来なかった。主な理由としては、コロナウイル
ス感染対策を徹底するために全員マスクを着用し、使用後のマス
クや車内・室内をアルコール消毒に使用した廃棄物が原因と考え
られます。コロナウイルス感染の終息が見込めないので、基準年
度の見直しを検討する。

840

月別では、数値目標を達成出来なかった月もあったが、年間を通
しては数値目標を達成出来ました。コロナウイルス感染対策とし
て、従業員が休憩出来る場所を休憩室だけでなく車両内でも休憩
できる状態にしているため、軽油使用量の増加が見込まれる。次
年度以降も、数値目標が達成出来るように取り組む。

11月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

△

54

876

9月 10月

705 974

8月

782
844

1月

50

735

16,284

達成状況

数値目標

55

・文書の電子化 △

2月

52

8月

54

・資源ごみの分別徹底
○

・会議資料や書類の簡素化

17,325 17,491
17,570 17,703
16,403

✕

51 55

   シュレッダー廃紙

743

18,399

5月
50 52 54 55
51 50 52

16,037 16,54717,468 17,251 16,772 19,149
16,918 16,536 17,436

53
9月

54

取組結果とその評価、次年度の取組内容

10月 11月 12月

53
54

54 52

2月 3月

2月 3月

達成状況

1月

936 1,025

○

4月

〇

○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化

○

52

738 758
819 930 1,061

937 910

3月
710765

729

11月

・アイドリングストップ
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52
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受託廃棄物のリサイクルの推進

取組紹介欄

水道水の削減

取組紹介欄

2019年

2022年

9

数値目標

・社用車の洗車の節水を励行

達成状況

〇

○

・排出先の分別徹底の依頼 ○

195
6月 7月4月 5月

149 589

・洗車用ホースの先にストッパーの取付け ○

・雨水利用による植木の水やり ○
○

・節水シールの貼り付け ○

11月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標

1月

〇
取組結果とその評価、次年度の取組内容

9月 10月 2月
789 736

車両の洗車を計画的に行い洗車時の節水に取り組めた結果、水
道使用量が削減出来たと考えます。次年度以降も継続して取り
組む。

680
8月

148 574 172

12月

583
323 675 177 560202168

・リサイクル先の開拓

799
3月

272
121 664 136 601 545141

ホースの先にストッパー取付 雨水の利用

数値目標の70％は達成することが出来ました。昨年の81％と比
較すると6％リサイクル率が減少しましたが、引き続き次年度以降
も継続して取り組む。・選別の徹底 ○

0

500

1,000 水道水（㎥） 2019年



環境に配慮した収集運搬

取組紹介欄

・収集ルートの見直し ○
・積込作業時の車止め（電動パーキングブ ○
・運転マナーの向上 ○

10

○・作業開始前の車両点検
○

取組結果とその評価、次年度の取組内容
作業開始前と週末に車両点検を実施。全車両にドライブレコーダ
を搭載し、記録データーの確認を行う事で、運転マナーが向上し
ています。次年度以降も継続して取り組む。

達成状況

・積み残しの削減 ○
・車両の清掃 ○

・事故、クレーム０件を目指す ○

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項目で実
施）



法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定：
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

11

浄化槽法

家電リサイクル券の交付・適正処理、収集運搬
ダイオキシン類対策特別措置 測定結果の報告

廃棄物処理法 収集運搬業、中間処理業、一般廃棄物、産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

油流出緊急時対応マニュアルの手順に従い訓練を実施。油が流出した際の連絡方法や吸収剤の使用方法及び
回収作業の訓練を行いました。年に1回以上訓練を実施する。

社員35名
2022年10月6日・7日 本社

資源有効利用促進法
フロン排出抑制法

再資源利用の促進

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

保守点検、定期清掃

油流出時対応訓練

業務用空調機の点検(3ケ月に1回以上の点検を実施)

油流出事故の発生

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

家電リサイクル法



□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

12

2023年5月31日
2022年度は、昨年に続き新型コロナウイルスの感染対策を最優先に考えて環境活動に取組みました。結果、室内の換気をこ
まめに行いエアコンの使用頻度が増えたこと・車内の換気をこまめに行い外気を取り入れたことで、電気使用量が増加になり
ました。次年度以の取組みについては、２０２３年度の結果で基準年度の見直しを検討します。引き続き環境方針・経営目標・
経営計画・実施体制は変更せずに、CO2削減や環境活動を継続して取り組んでいきます。SDGｓの取組みについても、検討し
活動したいと思います。

事務所・作業場周辺を月に1～2回清掃を実施。

雨水を利用して社内の緑化に使用しています。


